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はじめに
　「琉球藍」１という藍染料は、琉球王国時代から今

日に至るまで沖縄の染織文化を支えてきた染料の一

つで、宮古上布や琉球絣などの染織物には欠くこと

のできない染料である。とくに、紺地の宮古上布は

王府の厳しい管理のもと貢納布として生産され、薩

摩藩を通じて薩摩上布として全国へ出荷されてい

た。その原料となるリュウキュウアイ（当時は「山

藍」と称した）もまた、薩摩藩の特産品とするため

藩外への持ち出しが禁止されていたという［小橋川：

２００４，２６］。廃藩置県によって薩摩藩の規制が解か

れてリュウキュウアイ（山藍）の藩外への持ち出し

が可能になると、その存在が広く紹介されるように

なり、静岡県や群馬県下でも栽培されるようになっ

たとある［小橋川：２００４，２７］。

　一方、廃藩置県後の沖縄県は、琉球王国の解体に

よって職を失った士族が無禄になり、生活の糧を求

めて地方へ移り住み帰農した時代であった。彼らの

生業の一つが当時換金作物として有用であった琉球

藍の製藍業であった。とくに明治３０年代には、原

料たるリュウキュウアイの生産者は急激に増え、当

時の新聞には、その圃場となった本部半島の山々が

一時は「箒掃山」と称されるほど開墾が進んでいた

ことを報じている２。

　琉球藍が、無禄士族らによる北部山林地帯を開墾

して屋取集落を形成した時代に、換金作物として有

望視されたのは、いかなる理由があったのだろうか。　　　

　そこで、本稿では、琉球藍の歴史にもっとも詳し

い小橋川順市氏の著書『沖縄島々の藍と染織』（２００４

年発行）３を手掛かりに、１８９１年（明治２４）に発行

された『山藍實用眞書』に注目し紹介してみたい。

本書は、１８９０年（明治２３）１２月に、静岡県静岡

市出身の村松壽策が著作し、三浦擁萬堂から１８９１年

（明治２４）１月に出版されたものである。本書の一

部は、小橋川氏が前掲書の中で取り上げ、解説して

いるが、この中に明治維新前後から明治時代前期

にリュウキュウアイの栽培や製藍法に興味を持ち、

本土での蕃植を試みた人々の動きが記されている

ので、その記述がある章を抜き出して、まず原文

を紹介した後で解説し、その他にも資料を見なが

ら明治時代前期の琉球藍をとりまく社会背景を見

ていこうと思う。

１　『山藍實用眞書』の記録
　本稿で用いた『山藍實用眞書』４は、国立国会図

書館デジタルコレクションにて閲覧できるもので、

全体は次の通り十三章からなっている。

　第一章 総論　　　　　　第二章 土質選定の事

　第三章 沿革の事　　　　第四章 移植成績の事

　第五章 甘藷参考の事　　第六章 苗株植付の事

　第七章 挿樹法の事　　　第八章 耕耘肥料の事

　第九章 苗株貯蔵法の事　第十章 苅採識別の事

　第十一章 製藍法の事　

　第十二章 還元法則ち建方の事　第十三章 結論

　本稿ではこの中から、琉球藍の沿革と注目を集め

た頃の動向について記述がある第一章と第三章を抜

き出して紹介したい。なお、本書はもともと縦書き

で漢字と平仮名で記されており、書き起こしにあた

っては、旧漢字はできる限り新漢字に直し、適宜句

点を挿入して表記した。また、振り仮名は、本文の
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理解で必要な個所のみ表記した。本文中、小文字で

記されている文字は（　）内に記した。

山藍實用眞書

　　有馬藤兵衛校閲

　　村松壽策　著

第一章　総論
工業的植物種類多しと雖も藍ハ其利益最も多く且つ

諸染料中殊に貴重なるものとす。故に内国の需用年

を逐ふて増進するのみならす其資質の堅牢耐久なる

は欧米人の籍
つねづね

々賞賛し措かさる所なり。而して藍に

二種あり。蓼藍及ひ山藍即ち是なり。蓼藍は何れの

地方にても多少栽培せさるなしと雖も徳島県阿波国

ハ本場として其名声に著し。夫
か

の山藍の如きハ漸く

近年に及んて世人の知る所となれり。然りと雖も鹿

児島県下の諸島及ひ沖縄県琉
りうきう

球国に於てハ往昔より

盛んに栽培製造せりと云ふ。就
とりわけ

中琉球国名護間切及

ひ本部間切ハ山藍の本場にして其染出する所の薩摩

飛
かすり

白及ひ薩摩上布（即ち名
な は

覇飛白及ひ先島上布）は

夙に貴
う に つ か た

顕紳士間の服
きもの

科に供せられ流行の威は品位と

興に高し。蓋し山藍の分子は緻密にして一旦繊維に

浸透するときハ決して変色或いは退色するの憂なく

却て物質をして堅牢耐久ならしむるのみならず其色

相も亦愈々憂美の光澤を見はすものなり。琉球地方

にては此山藍を唐
とう

藍又は大藍と称す。花なく実を結

はすして本邦固有の蓼藍とは製造用法より品位に至

るまて全く其趣きを異にす。

山藍と蓼藍とは同しく蓼
ママ

分５を含むの植物なれども

如何にして其異なるやを探求せんに蓼藍は種子より

叢生して花を開き実を結ひ而して期
いちねん

年にして枯るヽ

ものとす。山藍は株根より発育し花なく実なく数年

間其根株を保つものなり。又蓼藍は特に其葉のみ藍

分を含むものなれとも山藍ハ其葉は勿論枝幹に至る

まて総て藍分を含めり。

又蓼藍ハ苗代を作り種子を蒔き之を田圃に移植し其

繁茂成熟を待ちて苅採り以て天日に干し乾して其

葉を揉み而して乾燥葉を製
あ い べ や

藍室の床上に攤
ひろ

げ□し

二十五六回水を濯ぎ水分の作用にて五六十日目に

藻
くすも

６ に製し之を搗て藍玉に製し而して後始めて之

れを染料に供す。栽培及ひ製造染法等実に容易の事

業に非らさるなり。製造は製藍家に非らされハ能ハ

す。染方は染業者に非らされは難する所とす。今そ

れ山藍に至ては製造用法共に如斯煩雑困難なるもの

に非す。乃ち藍株を栽培しその繁茂成熟を待て藍草

を苅り集め生葉を茎と共に直ちに製造に着手す。そ

の製造器は槽
みづふね

又は大
を け か め

桶大瓶を用ひ水と石
いしばい

灰の作用を

以て僅に五十四時間内外にて製了し得るものとす。

琉球にては婦女子も尚ほ易
たやすき

々の業とす。且つ夫れ山

藍は製造用法の容易なるる故に自家の用料に供する

を得るのみならす太た便利なりとす。その染めんと

欲する糸反物に適量の泥藍を出して随意に染むるを

得かの琉球及ひ鹿児島の諸島にて大抵貧富の別なく

各自適宜に泥藍を出して自家染をなすこと盛なり。

所謂薩摩飛白薩摩上布等の織物ハ皆婦女子の自染

に係るもの巨
たぶ ん

多にして染
そめものや

業者の手を経る者殆んと

あるをなし。

琉球に於て殊に多く山藍を栽培する地方を総して山
やん

原
ばら

と称す如上述の名護間切本部間切は其中に在りて

最も盛なりとす。名護本部は相ひ隣接して那覇港を

距
さ

る二十里許
ばかり

の東にあり丘陵起伏山林多くして田園

稀なり。地質は一般赤粘土又は石灰地とす。其山藍

を栽培する場所を見るに本部間切は概ね山谷林間の

肥沃なる開墾地に植ゆると雖も名護間切ハ普通の田

園に栽培せり。此田園に培養するものは牛馬野
や ぎ

羊の

厩肥を施しその山谷林間の開拓地に於ける者ハ他に

肥料を施すことなし。故に名護産と本部産とハ品位

に優劣あるを免れす。蓋し名護本部は琉球に於て山

藍の本場と称す由縁なきに非らさるなり。

山藍の収穫ハ他の諸植物と同しく地味の沃瘠肥料の

有無栽培の善悪により必す多少の差なきこと能はす

と雖も今茲に琉球本場の収穫を験するに平均壱畝歩

として一年間の収穫無肥料なるも山谷林間の新墾地

にして地味肥沃なれハ生葉及ひ茎とも四百五十斤

（壱六）之を製して泥藍四十五斤（壱六）を得へし。

又有肥料にて善良なる田園に培養すれハ生葉及ひ茎

共九百斤（壱六）之を製して泥藍九十斤（壱六）を

得へし。則ち良田園壱畝歩一年間の収穫泥藍一斤代

価拾銭として笄
つもり

を立てるも金九円となる。其内肥料

耕耘及ひ製造諸費を三円と積り差引六円の純益あり

とす。又山谷林間の新開地壱畝歩一年間の収益一斤

代価八銭として金三円六十銭となる。其内耕耘及ひ

製造諸費とも一円六十銭と積り尚ほ二円の純益ある

を見る。
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上乗の如く最も利益多きものなれは須らく農家の培

養すへき植物なるを明知せり。然れとも独た遺憾な

るハ琉球農夫の怠惰にして採耕に精進するの気象に

乏し。故に今僅かに名覇飛白先島上布の染料に供給

するに止まる。内地多数の需用者あるも之れに応す

る能はさるの現況なれハ製藍を以て販路の望を海外

の市場に発するハ抑も幾春秋の后ならん。

第三章　沿革の事
山藍は琉球の特有産にして内地ハ未だ一般移植伝播

を見ざれども独り鹿児島県下諸島は往昔より播殖

す。其栽培の盛なるを琉球に次げりと云ふ。予鹿児

島に遊び有馬藤兵衛氏に就き山藍の由来を質した

り。氏ハ元鹿児島藩士にして鹿児島藩政の頃ハ鹿児

島藩生産局奉行藍玉所係を勤むる数年なりき廃藩置

県の変革あるに方り鹿児島県勧業課出仕に任せられ

製藍局長となる。明治十年に至り退職す。即ち山藍

の事業に於ては精
くわしく

済其奧を究め緻
こまかく

密其理を探究し製

藍の技術は尤も長とする所なり。今年齢七十有余に

及ひ製藍の事業尚ほ廃せす故を以て其名声実業界に

高し。氏の説に曰く山藍にして琉球山藍と呼做する

もの多しと雖も山藍ハ固と琉球初来の通称に非す。

慶応元丑年山藍の再起するの際山辺に栽培して繫茂

するもの多きを以て蓼藍と混
こんとう

沓せさるため茲に山藍

の命称を附したるは則ち予輩にして彼琉球に在てハ

曽て山藍と呼ふ者なし。唯た藍と云ひ唐藍或は大藍

と称するのみ。往古其種子琉球より移植せし起原を

明尋する能ハされとも琉球の元産たることは疑ふ可

あらさる事実なり。我薩摩の古方言に総て之を唐藍

と呼ふ。諸島にても亦然り。想ふに琉球は支那と交

通を開き相往来せしを以て或は支那及ひ印
てんぢく

度より種

子の舶来せしものならん歟。唐
か ら

土の古書に蜀
しょくらん

藍と云

ふものあり。蓋し其国又は所在に依て名称を異にす

るものなりと雖も大藍と呼ふは乃ち其実
ほんとのな

称なり。

又泥藍を薩摩の古方言には藍
あいろう

蠟と呼ふ。泥藍とハ慶

応元丑年予輩の附したる号称なり。其際同僚に異論

するものありて泥藍の文字を非難す。予曰く金粉に

して畫工の用ゆるものを金泥と云ふ。藍にして泥の

文字を用ふる何の不可か之れあらん。且つ容
かたち

子泥な

るを以て泥藍の名称最も可ならすやと乃ち斯く泥藍

と呼ふ事になれり。然れども此義を知らさるもの泥

藍を以て下等品と見る者多し。故に之を避けんと欲

し水藍と云ひ精
せいあい

藍と云ふ。今は琉球にても泥藍と称

するもの多しと雖も其種類素より同日の談にあらす

上来の如くんは山藍泥藍の名称有馬氏より出てて遂

に一般の通称とはなれり。

抑も山藍は往昔より薩摩大隅の諸島には蕃殖したる

ものなれは鹿児島藩政の頃は生産局製藍所と称する

製藍一切の業務を掌る役所を設け奉
やくにん

行を置き以て製

藍を監理し専ら業規を盛大にすと雖も輸出は藩政の

厳禁する所なるを以て藩内の需用に供するのみなり

き。因に記す。藍玉所の建築に係る製藍所ハ現に大

隅国肝属郡佐多伊佐敷に存在し製藍の用に供す有馬

藤兵衛氏之を経営し盛にその業を為せり。

山藍の啻に鹿児島県下に蕃殖して他県下に移植伝播

せさりしハ一に琉球航海の不便且つ鹿児島藩政の強

硬にして他地方に移植するを禁せしに由縁せり。是

故に往時山藍と称する一種の藍草を知るものは他地

方にあらさりし明治維新以降漸く此獘を脱すると同
時に汽船の交通初て自由を得しを以て移植伝播の端

を開きしは即ち明治八年八月鹿児島県の人礒永吉助

氏の山藍栽培法の事を記し東京報知新聞に投せしよ

り天下の人之を知ることとハなれり。当時静岡県駿

河国駿東郡富岡村大畑の人高橋次郎氏ハ此記事を閲

するや山藍移植の志望を開発し直に鹿児島に至り実

境を探れり。今其顛末を質する高橋氏曰く予か藍
らんしょう

靛
製造に着手したるは抑も明治六年の頃なりき東京工

部省に於て宇都宮三郎君か原書により模造せしもの

之を旧勧農局に移す。当時局員町田実則宮里正静の

両氏之を担任せしとき予も参て従事せり。是より先

き山藍なるものは鹿児島の特有産なるを聞き其種苗

を得て栽培製造を試みんと欲し同県又は琉球の人に

依頼せしも未た時の至さるか素志を遂る能はす。荏

苒八年に及ひ会
たまたま

々磯永吉助氏の山藍栽培の事を仝年

八月報知新聞に投書せしを閲す。於此乎予は蹴然鹿

児島に渡航し当時県令大山君に就き有馬藤兵衛氏に

紹介を請ひ始めて山藍の栽培地を視察し而して勧業

出張所に於て山藍を製造し試業を卒る。其得志帰県

するの日に当り苗木百株余を携帯せり。爾来苗株を

村中極めて温暖な地に囲い置き翌春八十八夜の頃田

圃に植付試作し（有馬氏の指教に従ふ）独り奈何せ

ん苗株僅少なるを以て製造に供する程の収穫を得

す。故に苗株の繁殖に桔据従事し漸く明治十年に至

り従前より培養しつゝある蓼藍と山藍の両種を資と
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し駿東郡佐野村に製藍場を設け藍靛を製造し有益な
る植物なることを実験せり（此製造藍靛は当時博覧
会に出品して三等賞を得たり）。既に山藍の斯く有

益の植物と確信する以上は我一地方にのみ培養すへ

き者にあらされは仝年故足柄県令柏木忠俊君に禀談

する所あり。豆州那賀郡大澤村（当時区長）依田佐

二平氏に数株を分与し栽培せしむ。同氏頻りに挿樹

を為して繁殖頗る其効を奏し三年の星霜を経て数万

株に及ひたれは之を有志に分ち多衆の培養する所と

なれり。是れを豆州に山藍移植の嗃
は じ め

矢とす。則ち山

藍は豆州に適当なる植物なるを信認すれとも一般の

農民は積来の習慣破り難く免角信疑相半ばし栽植に

躊躇するの際仝郡松崎村の染業者中村伊八氏は普通

製藍玉にして試みたるに藍質優美にして蓼藍に勝る

数
よほど

等と云ふへし。氏大に山藍の栽培製造の薀奧を究

めんとを希欲し十一年鹿児島に渡航し有馬氏に就き

質疑対問すると茲に三十余日苗株一万六千本を携へ

皈りしも舶載転投数日を経過せしを以て其過半強を

腐敗す。乃ち生存したる残株を依田氏に委任し大に

有志に分け移植せしむ。翌十三年仝郡市ノ瀬村山本

鎌吾氏の栽培に係る山藍と依田氏の分を合せて製造

し十分の結果を得たり（十四年博覧会に出品し賞状

を賜ハる）。爾来愈々栽培に従事し製造事業に余念

なしと云ふ。実に本県下に於て山藍移植の開基はそ

れ高橋次郎氏なる乎次て明治十九年の頃遠州の浜松

の人森田伊惣次氏其他二三の商人琉球に渡航し山藍

の栽培を実視し有益の植物なるを感し苗木を輸入販

売し今や駿遠三尾の諸州に波及培養するに至れり。

然れども爾来栽培製造染業等の規模を開発するの

人
ひ と

士なく故に一ひ苗株を需め栽培するも製造染方の

実験なきを以て其利を獲す近ろ殆と暴
ほうてん

顛せし傾向あ

りしか。本年七月に至り遠州掛川町農学社の高島甚

三郎氏及ひ見附町報徳館の伊藤七郎平氏有志を叫会

し報徳館に於て山藍製造及ひ染方を試験し称々栽培

の規模を拡張するに至れり。

蓋し山藍の移植は高橋森田其他二三の諸氏之か槐
はじめ

首

をなすと雖も製藍方及ひ染方に至りては未た曽て其

伝を得ず。故に山藍の全益を知る能ハず動もすれハ

世に排斥せられんとするを逭
まぬか

れさるの勢あるを憂ひ

茲に明治廿二年五月予ハ鹿児島に業遊し地勢土質及

ひ培養の模様を視察し尚ほ鹿児島県人にして藍靛製
造の技術に長せる宮里正静君及ひ実業大家有馬藤兵

衛君に就て製藍法を研究し又其他の諸氏と謀り製藍

の業を起し自ら之に従事験理し始めて山藍製の藍靛
は其美質の優なること西来の藍靛より遥に高尚にし
て価格も亦廉なること殆んと三分一にも当らさるを

信知す。依て之を全国に播殖し盛大に産出するに至

れは益々価格不廉にして且つ下等品なる西来藍靛の
輸入を防くと同時に欧米の市場に向て本邦生産の藍

靛を輸出するの美事を挙ぐること難きにあらさるを
知らさらん。乃ち廿二年十二月帰国有志を会し蕃殖

の事業を誘説するも一ひ農民の信用を失落したるは

容易に挽回するの難きを以て自ら実業に就き卒先其

利益を宣揚するに如かさるを知り廿三年三月静岡染

工会社を経営し染業を開き従事する数月にして其結

果の蔽ふ可からさる。漸く世人の疑惑を解き山藍ハ

工業的植物中利益の最も多きことを信せしむるを得

たるは漸く染業を中止し更に鹿児島の人にして実験

家堤稍氏と共に栽培法製造法染方法の伝習を企業す

るや染法各地に延及し栽培亦旺盛に起くの祥
しょうき

気を見

るに至れり。

２ 『山藍實用眞書』に見える琉球藍の動向
（１）山藍７と蓼藍の比較

　第一章総論では、国内の藍染料の需要が年々増え

ている中、山藍と蓼藍（阿波藍）の二種類について

栽培や製造法等を比較した内容がみられる。

　まず注目したいのが、「夫の山藍の如きハ漸く近

年に及んて世人の知る所となれり然りと雖も鹿児島

県下の諸島及ひ沖縄県琉球国に於てハ往昔より盛ん

に栽培製造せりと云ふ」という記述である。すなわ

ち、近年（明治２０年頃）ようやく山藍が全国に知

れ渡ったが、鹿児島県下の諸島や沖縄県では往昔よ

り盛んに栽培製造していたことにふれている点であ

る。その理由は、後述の通り山藍の「輸出は藩政の

厳禁する所なるを以て藩内の需要に供するのみ」で

あったため、本土では琉球藍の存在が知られていな

かったからである。

　次に、山藍は薩摩飛白や薩摩上布に用いられ、堅

牢耐久に富み優美な光沢をはなち、蓼藍とは製造用

法から品位に至るまで趣が違うとの説明がある。そ

して次の点で山藍の優位性を示している（表１）。
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表１　山藍と蓼藍の比較

　このように、山藍すなわちリュウキュウアイはタ

デアイに比して栽培の労も少なく、また収穫した葉

を蒅にするまでに長い期間かかる蓼藍に対して、短
時間で染料化できる琉球藍を優位に評していること

がわかる。

（２）沖縄県内の栽培地と利益の展望

　つぎに山藍の栽培地について述べている。それに

よると、山藍は名護間切と本部間切で最も盛んで、

本部間切は山間部の肥沃な開墾地に栽培するが、名

護間切では普通の田園に栽培するので牛馬山羊の厩

肥を施す必要がある。さらに、山間部の新開地の一

年間の収量が４５０斤、これを製して泥藍４５斤、有

肥料にて良い田園で栽培すれば９００斤、これを製し

て９０斤を製し、前者の純益が２円に対し、後者は

６円あると記している。

　この後、著者の村松は、「最も利益多きものなれ

ば須らく農家の培養すへき植物なるを明知せり然れ

とも独た遺憾なるハ琉球農夫の怠惰にして採耕に精

進するの気象に乏し」と述べ、このように利益が大

きいので作物として周知すべきだが、如何せん沖縄

の農夫は怠惰で農耕に精進する気性に乏しいと指

摘。本土に多数の需用があるのに、県内の那覇飛白

や先島上布の染料供給に留まっていることを憂いて

いる。

　以上の内容からすると、明治２０年代初め頃は名

護間切や本部間切でリュウキュウアイの栽培が盛ん

になっているが、まだ県内への供給のみで、県外へ

輸出できるほどではなかったように読み取れる。

（３）有馬藤兵衛の山藍事業

　つぎに第三章沿革の事の項で説明されている、明

治期前半の山藍をめぐる動向について解説したい。

まずは、本書の校閲者でもある有馬藤兵衛という人

物の業についてである。有馬藤兵衛は、元薩摩藩士

で薩摩藩生産局奉行藍玉所係として数年勤め、廃藩

置県にあたり鹿児島県勧業課出仕に任ぜられ製藍局

長となった人物である。著者の村松は、１９８９年（明

治２２）に鹿児島へ行き、有馬に山藍の由来等を聞

いている。その内容を整理すると、次の通りである。

①「山藍」の名称は、蓼藍と混同しないよう有馬が

名付けたもの。琉球では「山藍」とは言わず、「藍」

又は「唐藍」「大藍」と称するのみ。薩摩の古方言

でも全て「唐藍」と呼ぶ。

②「泥藍」という名称は、１８６５年（慶応元）に有

馬自身が名付けたもの。同僚には批難されたが、有

馬は絵画に用いる金粉を「金泥」というから何の不

都合があろうかといい、容姿からも「泥藍」が最適

であるとした。しかし、泥藍の名称は下等品と見る

人も多く、これを避けるため「水藍」「精藍」とも

称された。因みに薩摩の古方言では「藍
あいろう

蠟」という。

③山藍は往昔より薩摩大隅に蕃植し、薩摩藩政の頃

は生産局製藍所という製藍一切の業務を掌る役所を

おいて製藍を監理し盛大であったが、輸出は厳禁で

藩内の需要に供するのみであった。

④山藍が（沖縄・鹿児島以外の）他県下に移植伝播

しなかった理由は、琉球航海の不便と薩摩藩政によ

って他地方への移植を強硬に禁じたからである。

　以上の通り、本書には琉球藍が薩摩藩士で製藍を

監理していた有馬藤兵衛によって「山藍」「泥藍」

と名付けられたことや、廃藩置県以前まで薩摩藩の

政策によってリュウキュウアイの持ち出しが禁じら

れていたことが記されている。これについて、小橋

川氏は前掲書で「泥藍を琉球染織品の個性づけに利

用したことは前向きに評価できる一面もあるが、原

料を藩内の狭い範囲に固定化させたことは琉球藍の

発展性を阻害したとも考えられる」といい、「消費

地を全国規模に据えて産業振興すべきではなかった

か」と述べている［小橋川：２００４，２７］。

山藍 蓼藍

植生 数年間株を保つ 一年草で毎年枯れる

藍分 葉から枝幹まで全て
含む

葉のみ

栽培 株分け 苗代を作り種子から
栽培

製造 収穫したら槽または
大桶大瓶を用いて水
と石灰の作用で５４時
間内外で製了する。
婦女子でも製造でき
るほど容易

収穫したら天日干
し、乾燥葉を床に拡
げて２５、２６回水をう
ち蒅にするまで５０～
６０日、これを搗いて
藍玉にする。
製藍家でないと困難

染方 貧富の別なく自家染
が盛ん

染業者でないと困難
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（４）明治維新以降の琉球藍の動向

　明治維新により薩摩藩の規制が解かれた後、琉球

藍は全国に紹介され、これに関心を持った人々によ

って山藍を移植するための方法や製藍法について調

査、研究がなされるようになった。本書には静岡県

下で山藍の移植を広めた人々の動向が記されている。

　まず、１８７５年（明治８）８月、鹿児島県人の礒

永吉助が山藍栽培法の事を東京報知新聞に投降し

た。それを閲覧した静岡県駿河国東部富岡村大畑８

の高橋次郎が鹿児島に渡航し、有馬藤兵衛に会い初

めて山藍の栽培地を視察。勧業出張所において山藍

の製藍を試し、帰県の折に苗木百株を持ち帰った。

高橋は、１８７３年（明治６）頃から東京工部省にお

いて藍靛の製造に着手。その前から山藍が鹿児島特
産であると聞いてその種苗を得て栽培製造を試みよ

うとした人物であった。

　高橋は、持ち帰った苗株を村中の温暖な地に植

えた。１８７７年（明治１０）、栽培した山藍だけでは

収量が不足したので蓼藍も一緒にして藍靛の製造を
実験し、第一回博覧会９に出品して三等賞を得た。

その結果をもって山藍は有益な植物と確信し、他の

地方にも広めようと足利県令の柏木忠俊に相談。豆

州那須郡大澤村１０の依田佐仁平に数株分けて栽培。

その後も株分けして３年後には数万株になった。こ

れが豆州に山藍を移植した先駆けである。同郡松崎

村１１の染業者、中村伊八がこれを藍玉に仕立てた結

果、藍質優美にして蓼藍にも勝った。中村は１８７８

年（明治１１）、鹿児島に渡航し有馬藤兵衛に会って

調査し、苗株１万６千本を舶載して帰郷したが、数

日経過してその半数が腐敗。残りの株を依田氏に委

任して移植した。１８８０年（明治１３）、同郡市ノ瀬

村１２山本鎌吾と依田の栽培分を合せて製造し十分な

結果を得、第二回博覧会１３に出品して賞状を貰った。

　１８８６年（明治１９）頃、遠州浜松の人、森田伊惣

次そのほか２、３人が沖縄に渡航し、山藍の栽培を

視察して苗木を輸入販売し、静岡県下各州に広め

た。しかし、製造染方の技術がなく、１８９０年（明

治２３）７月、遠州掛川町農学社の高島甚三郎と見

附町報徳館の伊藤七郎米らが集まって製藍と染方の

試験をした。

　著者の村松は、１８８９年（明治２２）５月、鹿児島

に渡航し、地勢土質及び培養の模様を視察。藍靛製

造の技術者である宮里正静と有馬藤兵衛に会い、製

藍法を研究した。同年１２月に帰国し山藍の蕃植事

業を誘説するも信用を得ず、自ら静岡染工会社を興

して数カ月で結果を出し、ようやく一般の人にも山

藍が工業的植物の中でも利益が大きいことを信知さ

せた。これより染業は中止して栽培法と製造法染方

法を伝習する企業を立ち上げ、山藍を波及させよう

と祥気をみている。

　以上、第三章の内容について述べた。この中で、

山藍を最初に全国に紹介したのは鹿児島県人の礒永

吉助であり、これを機に山藍を有益な植物と見た高

橋次郎をはじめ多くの静岡県人が鹿児島を訪れ、有

馬藤兵衛ら会って山藍の苗株を移植し、栽培や製藍

に着手したことがわかった。静岡県の栽培地は、主

に現在の伊豆半島辺りであることも読み取れる。

　このように、明治初期に琉球藍が全国に紹介され

て以来その需要に火が付き、本土から鹿児島や沖縄

を訪れて調査・研究が始まったことがわかる。

３　１９世紀頃の世界や日本における藍をめぐる情勢
　ここまで『山藍實用眞書』から明治２０年頃まで

の琉球藍の動向について述べたが、本項では、１９

世紀における藍染料をとりまく世界や日本の情勢に

ついて、いくつかの資料を用いて概観してみる。

（１）世界の情勢

　１９世紀の世界の藍の動向については、中里成章氏

が１９８１年に著した「ベンガル藍一揆をめぐって（１）

―イギリス植民地主義とベンガル農民―」の論文１４

を参考にした。ここで特筆すべきは、１８世紀以降

のヨーロッパ諸国と植民地の問題である。１８世紀、

産業革命によって繊維産業が発達したことで藍染料

への需要も拡大し、ヨーロッパ諸国はその供給先を

植民地に求めていった。中でもイギリスは、１８世

紀末にインドのベンガル地方において植民地支配に

よる藍の生産を開始した。ベンガルの藍業は、送金

手段の確保を目的として東インド会社のイニシアチ

ブの下に１８世紀末に導入されたもので、後に代理商

会がこれを引き継ぎ、その発展の重要な基盤となり、

イギリス系商社によるインド経済支配の基礎を据え

る一端となった。しかし、１８３０年代以降植民地体

制に生じた変動が、藍業の地位も低下させその経営
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基盤を不安定にした［中里：１９８１，１４５］。このよう

な藍業斜陽化を背景に藍作農民が反抗して、１８５９年

～６２年にかけてベンガル藍一揆が起こった。

　一方、１８５６年にはイギリスのパーキンがコール

タールからふじ色のアニリン染料（合成染料）を発

明し、続いて１８６９年（明治２）にパーキンとＢＡＳＦ

社のカーロらによって茜の色素アリザニンが合成

された１５。天然染料が人造染料に代わる最も大き

な影響を与えたのが、１８８０年（明治１３）にドイツ

のバイヤーがインディゴの合成に成功したことであ

った。これより人造染料が天然染料を席巻する時代

に入った。

（２）日本の情勢

　日本については、三瓶孝子氏著の「本邦製藍業に

関する若干の歴史的研究（一）」１６と宮本又次氏著『五

代友厚伝』１７を参考にして述べる。

　日本では、江戸時代に木綿の栽培が盛んになり、

藍は木綿によく染まることから庶民にも広く普及し

た。本土で利用された植物はタデアイであり、徳島

ではこれを「蒅」加工して阿波藍と称して全国に出
荷し、長きにわたって藍の一大産地として君臨した。

　１８６７年（明治元）、日本にアニリン染料が輸入さ

れ天然藍よりも安価にして染色美麗な染料であると

して、京都西陣等では競ってこれを使用した。しか

し、アニリン染料は褪色しやすかったため、１８７４

年（明治８）には化学染料染め（舎
ケミ ー

蜜染）の流行に

対する取締りが叫ばれ、アニリン染料の流行は止ま

った［三瓶：１９４３，４５］。

　一方、幕末開港によってインドの天然藍も輸入さ

れ、良質安価な藍染料として、日本の製藍業を脅か

すほどの強敵となった［三瓶：１９４０，４４－４５］。

　１８７２年（明治５）、大蔵省達「田畑勝手の儀巳に

去辛八月御許有之儀」並びに「農業の傍、商業を相

営み候禁止致候向も有之候處自分勝手たるべし」の

布告を以て一切が解放されたため、製藍業のおいて

も製造売買ともに自由となった。江戸時代は蜂須賀

家の保護の下栄えていた阿波藍も、株仲間が解散さ

れ、粗製濫造・乱売の弊に陥り、大阪市場への進出

を図ったが大阪の藍問屋とも不調となった［宮本：

１９８１，２６７］。

　そうした中、１８７３年（明治６）、薩摩出身の実業

家として名を成した五代友厚は、国産の藍がインド

産のものに圧せられるのを憂い、ヨーロッパの藍精

製法の導入に着手し、阿波藍を原料とした精製藍（す

なわち沈殿藍）の研究に取り組んだ。そして１８７６年

（明治９）、大阪に精藍所西朝陽館を設立。徳島県内

の工場でアイ葉を買い上げて半製品にし、大阪で最

終工程を行うことにした［宮本：１９８１，２７８］。五代

は自ら『精製藍染業須知』１８を著し、藍染業の販路

拡大にかけて従業員３００人で蒸気機関を動力とする

最新設備を導入して操業するとともに、技術普及の

ための研修も度々行った。

　前述の『精製藍染業須知』は、近代の染色関係の文

献としては２番目に発刊され［宮本：１９８１，２７８］、

化学の目線で染色技法を伝える貴重な資料であるの

で、冒頭部分を紹介したい。なお、本書の原文は漢

字とカタカナであるが、本稿では旧漢字を新漢字に

カタカナを平仮名に改めて表記とした。本文の理解

で必要な個所のみ表記した。本文中、小文字で記さ

れている文字は（　）内に記した。

『精製藍染業須知』

明治十年丑二月出版　鹿児島士族　五代友厚

東朝陽館（東京三田綱町壹番地）

西朝陽館（大坂堂島濱通二丁目田蓑橋北詰）

冒頭部分

吾朝陽館に用ゆる精
せいせい

製藍
あい

の染
そめかた

法に於る即ち欧
せいよう

米各
アメリカ

国

普通の良法にして固
もと

より自己の発明に非ず。然れど

も我内国従来慣習に拠り多少之か工夫を加へ以て其

法方を擬定せり。原来藍の水に溶解するや即ち舎
ケミー

密

の理
やくそく

約に則るものにして其用ゆる所の石灰硫酸鉄の

相和合する所以なり。蓋し石灰を水に溶き之に硫酸

鉄水を加ふる時は硫酸鉄中に含有する硫酸分は石灰

と親和して瞬時に消失し其有余する所の鉄分藍の酸

素（元素の一種）を奪ふ故に其藍分固有の元素を変

じて水に溶解し以て透明なる黄褐色の水に化す（但

し藍は水に溶解すといへども其実水に溶解するに非

ず。アルカリ質即ち石灰水に溶解するなり）。此に

因て正に適宜の染業を為し得べきなり。抑藍の染物

に適用するは則ち元素の結合より其分量を定むる者

にして今此精製藍に於る彼の従来慣用する所の蒅藍
玉の如き溶解充分ならざるより染布の高を減少し或

いは時々腐廃に属し意外の失算を生ずる等の大障害
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は決して有ることなしと雖ども連日染業の際取扱ひ

の粗漏より其効益を損減すること亦無しと為さず。

故に意を左の条款に注ぎ其業を務むるときは過失に

陥いることなくして効益も亦大なる可し。因て其取

扱ひの要件を略記して茲に開列す。

　五代はこの本で、精製藍を用いた染色技法につい

て、第一款から第十八款まで、材料や道具、薬品の

分量や染方まで詳しく記している。最後の第十八

款では、染業の技術取得は口伝だけでは難しいか

ら、東京大阪の朝陽館で２０日間染色伝習すること

を勧め、精製藍の製造技術を広めることに利があ

ることを説いている。実際に伝習所は東京とその

近郊、関西は尾州、江州、西京、大阪、阿洲、筑

前において教授出張所を設けられたという［宮本：

１９８１，２７７］。このように、明治の１０年頃には、沈殿

法の技術が本土各地でも伝習され、広められていた

のだが、その原料はタデアイであった。

　これ以降、日本本土においても、藍染料は国民経

済の発達や生活の一般的向上によって需要を伸ばし、

また農業技術の発達によって葉藍収穫高も増加した

ので、明治３０年代まで生産を拡大した模様である。

　しかし、１８９７年（明治３０）、人造藍インディゴ―・

ピュアＢＡＳＦが輸入され、１８９９年（明治３２）には

インディゴ―・ＭＬＢがドイツから輸入されると、

天然藍の需要も減少の一途を辿ったのであった。

（３）明治時代中期の沖縄の情勢

　明治時代初期、廃藩置県前後の琉球藍に関する記

録は、未だ発見することができていない。小橋川順

市氏は、前掲書の中で『伊豆味誌』（兼次佐一著）

に記載されている明治１６年の統計数値をあげて検

証している。それによると、山藍（リュウキュウアイ）

は沖縄島全域で栽培され、作付面積も９３，９１２坪と

「現在の状況からは想像もつかないような数値であ

る」と指摘。「西原町や浦添市まで藍草の栽培が行

われているのは驚き」であると述べている［小橋川：

２００４，３６－３９］。この統計の正確性については疑問

もあるが、当時の琉球藍の生産について知りえる史

料であることは間違いない。

　また、１９７６年発行の『沖縄織物の研究』（田中俊

雄・玲子著）の中で田中氏は、明治１８年の『日本

山林副産物製造法』（今川粛著）に、沖縄県下での琉

球藍の製藍法の記述１９があり、明治２８年の『染色

法』（高松豊吉著）にも山藍の栽培から製造までの

方法２０が報告されていることを紹介している［田中：

１９７６，１２５］。

　下のグラフは、『沖縄県統計書』２１等からアイ葉の

作付け反別をグラフ化したものである。それによる

と、明治３０年代まで山藍の作付け面積は急上昇し、

泥藍の生産高もあがっている。それからほどなくし

て明治４０年代には急激に減少したことがわかる。

グラフ１　明治１６年～昭和１５年のリュウキュウアイ作付け反別

　このことは、印度藍や人造染料の流入が天然藍に

大きな打撃を与え、琉球藍もその影響を受けて衰退

していったことを示している。そこで最後に、当時

の新聞記事から琉球藍（山藍と泥藍）の状況を確認

しておこう。

１８９８年（明治３１）４月９日　琉球新報（一面）

●大阪所見（九）

「（２）反布類　本類の輸出は固と鹿児島市のみに限

り未た本市に輸送するに至らず専ら鹿児島商人の手

を経て各地に販出せしに由り其名声も従て薩摩飛白

の名称を受け嘗て其産地の本県たるを予想せざりか

如し。然るに廃藩置県以来交通の便漸く開けて商業

消
ママ

や発達するに従ひ漸次本県商人の手に依り販路を

拡張して遂に本市に輸送するを得るに至りぬ。故に

現今に至りてハ其生産力も非常に増進して本市に輸

送するもの年々凡そ紺飛白百六万反内外にして紺

細上布白細上布久米紬白地布鼠布芭蕉布等合して

二万四五千反以上にありと云ふ。（以下略）」
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１８９８年（明治３１）４月１５日　琉球新報（一面）

●大阪所見（十）

「（４）雑類　海産物に次き重要なる輸入品は牛皮泡

盛漆器樟脳泥藍等の数種に過ぎず。（中略）以上記

載したる商品ハ委く将来に於て有□なる産物なりと

は茲に断言すること能ハずと雖ども漆器及泥藍の如

きは実に本県に適当する産業にして其販路も極めて

広大なるを以て他日若し完全なる改良進歩の実功を

攻むるに於ては前
ママ

輸出の増加を来すこと蓋し今日の

比にあらざる可し。」

１８９８年（明治３１）７月２３日　琉球新報（三面）

●泥藍の低落

「同品は山原地方より出廻り多々ありしを以て昨今

大に低落に趣き居りしか過日の値段に比較すれば殆

と三十銭余の低落相場を現ハすに至りたり。尤も同

品ハ其産地元なる山原地方に於ては春藍大に豊作せ

し上に夏の製藍も収穫高例年に劣らざる模様を呈し

たるため漸く其値の低廉に趣たるとなん。

１８９８年（明治３２）１月２７日　琉球新報（二面）

●本県の藍作業

「国頭地方の特産山藍ハ年々藍作畑の拡張に従ひ産

額次第に増加し今や一ヶ年凡そ二千万斤以上に至る

へし。然るに近来価格低落し葉藍一斤五厘以下なり

と云へは藍作家の困難想像に堪へす。目下の有様に

て推行けは自然作換へをなすものあるへく敢て隨て

産額減少せん今に於て之れか挽回策を講せされは遂

に本県の藍作業ハ衰頽するに至るへし。先つ今日

の如く価格の低落したる原因を取調るに第一紺地

布の不捌と金融の必迫によるか如し。□覚需要供

給の平を得さるか為めに付藍靛を製造し輸出を図ら
さるへからす東京市場の相場を聞けば上等藍靛百斤
二百四五拾圓ト等百二三拾圓なりと云へり。尚當業

者の参考の為め或農学者か本邦の製藍に就て説きた

る一説を略記すれハ左の如し。

本邦の重要産物の一なる藍は肥料を多く要する割合

に其収穫高少なく、且近年は精良にして価も安く使

用にも便益な印度藍に屈倒せらえ、年々売行を減少

せし結果農家に於ては到底藍作の他の農作に比して

不引合なる為め次第に藍作を廃止し他の農作物に転

業するものありて関東地方は勿論藍の本場たる徳島

地方に於ても次第に減作傾を生し其一方にハ年を追

ふて印度藍の輸入増加し来り此勢を以て推せ八両一

年を待たすして我邦特有農産物たりし藍も綿花砂糖

の如く衰滅するならむ（以下略）」

　これらの記事からすると、明治３１年４月の時点

では、沖縄から大阪市場に大量に紺絣等の反布が輸

出され、泥藍も沖縄の特産品として発展するであろ

うとの展望が見える。しかし、同年７月以降の記事

では、山藍の価格の低落や、印度藍に屈せられて沖

縄だけでなく徳島の阿波藍も減作に転じたこと等が

報じられており、昭和３０年代初頭から製藍業に陰

りが見えてきたことがわかる。

おわりに
　本稿は、明治に入って琉球藍が換金作物として捉

えられ、無禄士族等の生業として有用な作物であっ

た史実を踏まえ、その当時の本土の情勢を伝える『山

藍實用眞書』を取りあげて時代背景の検証を試み

た。また、１９世紀における藍染料をめぐる社会背

景については、中田成章氏の論文をもとにヨーロッ

パ、とくにイギリスの植民地主義と藍との関わりが

深かったことを確認した。日本においては、幕末か

ら欧州に渡航し見聞したことを実業界に生かした五

代友厚が、自分の財を投げ打ってまで興した製藍業

について、史料の一部を紹介した。

　明治２０年代前半に、蓼藍と比較しても琉球藍は

優れていると評して、『山藍新書』や『山藍實用眞書』

などの本が続出した。すなわち、廃藩置県以前まで、

薩摩藩外への販路を閉ざされていた琉球藍が、置県

後明るみに出て注目されたわけで、それゆえに沖縄

でもこれを生業にする人々が急増したのであろう。

当時は一大産業として発展する兆しもあったが、結

局のところ、印度藍や人造染料に押されてしまった。

これについて小橋川氏は、「琉球藍が全国に販売事

業を展開できなかったのは、かつて薩摩藩が藍草の

藩外持ち出しを禁止したことが大きな要因である（中

略）結果として、統制の廃止後も販路整備が立ち遅

れ、産地の知名度を高めることが出来なかった。（中

略）琉球農夫の怠惰についても、全国的な市場の動

きに対して関心を寄せることできないような状況に

置かれていたことが大きな要因であり、県内の製藍

業の発展を著しく妨げたものと思われる」と述べ、

「結局、経済社会の大きな変動に抗しきれず製藍業
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は衰退の傾向を強めた」と言及している［小橋川：

２００４，３４］。

　しかし、筆者が本部・今帰仁・大宜味・国頭各村

で製藍業に携わっていた人に話を聞いたところ、そ

の多くは首里那覇からの寄留民で、大木のある山を

自身で切り開き、重労働の続くアイ葉の生産や製藍

業を担っていたのである。彼らは決して怠惰な気性

ではなく、自らの手で財を築きいずれ故郷に帰ると

いう気概で藍を作っていたと思う。そうした先人の

努力と信条で、今日まで琉球藍の製藍業が引き継が

れ、伝承技術が繋がっていると考えている。

　藍は染料として人々の衣類を染め上げ、その時代

時代の文化を築き上げてきたといっても過言ではな

い。世界中で藍染料をめぐって争奪戦が繰り広げら

れた歴史がある。筆者は、それを踏まえ、世界の潮

流の中で沖縄の琉球藍が置かれた状況を検証してい

る途中である。廃藩置県後の急激な社会変革により

人々の営みが様変わりした時代、沖縄の染織業界の

変貌も計り知れないであろう。琉球藍が県内での染

織物の需用に応えて大いに用いられ、その製品が大

阪市場等に出回ったと考えられるので、次は沖縄の

染織物と琉球藍との関係について調べたい。

　以上、明治時代初期にリュウキュウアイの栽培法

や沈澱藍の製藍法が本土に伝わり、中期にかけて発

展した経緯について述べた。これからも資料の発掘

を続け、近現代の琉球藍の社会背景を探っていこう

と思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ 本稿では、藍染料名の表記は基本的に漢字とし、

含藍植物の和名はカタカナで表記する。
２ 明治３１年８月１１日琉球新報２面「黒川属国頭地

方開墾談（続）」記事中抜粋「藍作の根拠地たる本

部山今帰仁山の如きハ箒掃山となるへき場所は大概

開き尽くして甲処乙処に幾分あるのみ」
３ 小橋川順市『沖縄 島々の藍と染色』２００４,染織

と生活社
４国立国会図書館デジタルコレクション

ｈｔｔｐｓ：//ｄｌ.ｎｄｌ.ｇｏ.ｊｐ/ｐｉｄ/８３９８９７
５ 本書では「蓼分」と記されているが、藍分の誤り

かと思われる。
６ 本書では藻に「くすも」と振り仮名があるが、現

名称の「すくも」（染）のことだと思われる。
７ 『山藍實用眞書』では、リュウキュウアイは山藍

と称しているので、それに準じては山藍と表記する。
８ 現静岡県裾野市中部富岡地区
９ 第１回内国勧業博覧会（明治１０年８月～１１月）
１０ 現静岡県賀茂郡稲生沢村（伊豆半島南部）
１１ 現静岡県賀茂郡松崎町（伊豆半島南西部）
１２ 現静岡県賀茂郡南上村（伊豆半島南部）
１３ 第２回内国勧業博覧会（明治１４年３月～６月）
１４ 中里成章「ベンガル藍一揆をめぐって（１）―イ
ギリス植民地主義とベンガル農民―」１９８１『東洋
文化研究所紀要 第８３冊』を参照。
１５朝日新聞社「染料と肥料―合成の時代へ」『週
刊朝日百科 世界の歴史１２０‒２０世紀の世界１技術　
石油からプラスチックへ』を参照。 
１６ 三瓶孝子「本邦製藍業に関する若干の歴史的研究

（一）」１９４０『社会経済史学 第１０巻２号』
１７ 宮本又次『五代友厚伝』１９８１，有斐閣
１８ 国立国会図書館デジタルコレクション
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１９ 田中俊雄・田中玲子『沖縄織物の研究』１９７６， 

紫紅社より抜粋。

「沖縄縣下諸島にては、三月或は九月中に茎葉を取

り、桶に入れ、雨水に浸し、藍葛を製す。其方法は

百盃樽（四斗樽）に雨水七・八分許り入れ、其中に

藍葉十斤ほど浸し、両三日を経て粕を取り出し、石

灰四合五勺ほど入れ、一時間を経て、其上汁を流し、

葛の沈みたるを取るべし、但し葛は藍葉十斤にて生

葛一升二合五勺ほど生出するを通常とせり。」
２０ 田中俊雄・田中玲子　前掲書より抜粋。

「琉球其他鹿児島縣下諸島に於ける山藍の栽培法は、

毎年其宿根より生ずる苗を冬季に植付け、翌年五月

頃成熟の期に於て之を刈り取り、更に成長するもの

は十月頃に至り再び之を刈取りて、二番刈の藍と

す。而して其製造法は新鮮な藍草を大なるタタキ製

の池に入れ、水を注入して之を醗酵せしめること凡

そ一晝夜の後其藍草の残滓を抄ひ去り、液中に適量

の石灰乳を加へ、能く攪拌して青藍を沈殿せしめ暫

時放置して上澄の液を去り、其沈殿物を笊に入れ、

泥状の儘之を販賣す。方言之れを泥藍と言う。甚だ

不純な藍なり。」
２１ 『沖縄県統計書』明治16年～昭和15年,沖縄県
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